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【研究の意義】  

全身麻酔後の悪心嘔吐は入院時におけるQOL低下の一因である。全身麻酔薬の方法により術後悪心嘔吐(PONV)の発生頻度に違いが

あるのか調査し評価することは重要である。 

 

【研究の目的】  

麻酔科術後外来での全身麻酔後のPONVの発生状況を調査し吸入麻酔薬と静脈麻酔薬により差があるのか調査すること 

 

【研究の方法】  

麻酔科外来ではPONVの有無や持続期間などを問診しておりこの結果をファイルメーカに入力しExcelに統合し管理している。ま

た、当科では麻酔台帳に各症例を登録しており、患者背景、術式、診断、麻酔方法、麻酔手術時間、合併症、体位、麻酔管理者

などの記録を残しており、これもファイルメーカに入力しExcelに統合し管理している。この2つのデータベースを患者IDによ

り統合し合わせて利用する。これらの麻酔科管理症例から全身麻酔管理された症例を抽出し、抽出されたデータからプロペンシ

ティスコア(PS)を算出し、吸入麻酔薬管理と静脈麻酔管理をPSで1：1にマッチングさせてPONV発生頻度、残存時間を比較する。

マッチングされる症例は各群およそ2500 症例である。PSは独立変数として患者背景、術式、診断、麻酔手術時間、合併症、体

位などの背景因子、従属変数として使用麻酔薬（吸入麻酔薬か静脈麻酔薬）とする多変量解析から算出する。 
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